
生徒が主体となる
学習活動に沿って、
教師の発問例を示
しています。

学習の流れ

大きく見直し、サポートを充実！

教師用指導書のご案内
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第3章 
探究課題

探究の
ステップ

裁判がより身近で公正なものになる
ための取り組みについて理解すると
ともに、裁判員制度や取り調べの可
視化が導入された理由について、個
人の尊重に着目して考察し、権力の
分立が必要な理由の一面を理解する。

「裁判官席はなぜ中央正面なのか」「被告人席と弁護人席
はなぜ近接しているのか」「被告人・弁護人席と検察官席
はなぜ対峙しているのか」といった問いかけによって、そ
れぞれの人物の役割について考えさせるとよい。また、傍
聴人席があることから、裁判は一部の事件を除いて原則
公開であることに気付かせたい。

公正な第三者機関である司法機関（裁判
所）の裁判官が令状を出すことで、手続き
の公正さを確保し、警察や検察官といっ
た捜査機関による権力の乱用を防いで自
由権を保障するため。

「自分が被害者の立場なら死刑にしてほ
しい」「どんなことがあっても人が人を殺
してはダメ」
学びを促すヒント
死刑制度について考えさせる際、生徒は
被害者の立場から感情的に論じることが
多い。加害者の立場の資料を補足して示
し、思考を揺さぶるとよい。

　裁判官：有罪・無罪を決め、刑罰を言いわ
たす／検察官：証拠を提出して犯罪を証明す
る／弁護人：訴えられた人を弁護する　など

　基本的人権／自由権／罪刑法定主義に基
づき裁判を受ける権利／黙秘権／弁護人を
たのむ権利／公平で速やかな公開された裁
判を受ける権利　など

●WEB 法廷の内部
　裁判所のウェブページへのリンク。
●参考法令集　被疑者・被告人の権利に
関わる日本国憲法を見てみよう
　日本国憲法「第3章 国民の権利及び義
務」の条文が確認できる。
●ワークシート みんなでチャレンジ
　 「死刑について考えよう」に取り組める

ワークシート。 

導 入

展 開

まとめ

3節：地方自治を発展させるために、
私たちに何ができるでしょうか。

平和な社会を築くために、私たちはどのように政治に関わるべきでしょうか。
1節：民主政治では、なぜ政治に参
加することが重要なのでしょうか。

2節：国の政治では、なぜ権力の分立が必要なのでしょうか。

解答例

解答例

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

1. 民事裁判
	 〈民事裁判〉…私人の間の争いの解決	　
	 原告（訴えた人）⇔被告（訴えられた人）　⇒和解・判決
2. 刑事裁判
	 〈刑事裁判〉…	犯罪行為の有罪・無罪の決定	

捜査・逮捕・取り調べ

警察
検察官

被疑者
↓
被告人←弁護人の助け

起訴⇨判決

私たちの人権を守るために、裁判にはどのような
仕組みがあるのでしょうか。

現
代
の
民
主
政
治
と
社
会

３
章

←裁判官の人数が奇数であることに着目させる。

裁判所がどの
ような事件を
扱うことが多
いか読み取ら
せる。　　→

↑民事裁判と刑事裁判の流
れの違いに着目させる。

↑被疑者・被告人が憲法上、
どのように保障されるか
注目させる。

↑逮捕される場合の手続きについて、
逮捕状から読み取らせる。

探究課題や探究のステップをふり返
りつつ、学習課題を確認する。

（3）

　 チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

↑バッジの形から、それぞれの職務の意味を考えさせる。

↑罪の重さの程度に従って、罰則が重
くなることに注目させる。

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

【社会科用語マスター】

本時のねらい

私たちの人権を守るために、裁判に
はどのような仕組みがあるのでしょ
うか。

学習課題

刑事裁判の仕組みをとらえる。（5）
犯罪行為に対して行われる裁判が刑
事裁判です。資料　で確認しましょう。5

T

資料 1 2 を題材に、本時の学習課題
をつかむ。

（1）

裁判にはどのような人が関わってい
るでしょうか。

T

裁判に関わっている人を確認する。（2）
裁判には、裁判官、弁護士、検察官
が参加しています。

T

刑事裁判における人権保障の重要性
をとらえる。

（6）

民事裁判と刑事裁判の違いは何か、
考えてみましょう。なぜ違いがある
のでしょうか。

T

えんぴつマークの問いに取り組む。（7）
令状を裁判官が出す理由を、「個人の
尊重」の見方・考え方を働かせて説明
しましょう。

T

民事裁判の仕組みをとらえる。（4）
私人の間の争いを解決するために行
われる裁判が民事裁判です。資料　
で確認しましょう。

5
T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

【WEB】
裁判所への
リンク↓

研究編へのリンク

（例）裁判には、裁判官や検察官、弁護士にそれぞれの役割があり、
公正な手続きによって被疑者・被告人の人権が保障される仕組み
になっている。

まとめ

個人の尊重

導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。

T

ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
習
課
題
の
解
決

指導編（朱書）の紙面イメージ
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第3章 
探究課題

探究の
ステップ

裁判がより身近で公正なものになる
ための取り組みについて理解すると
ともに、裁判員制度や取り調べの可
視化が導入された理由について、個
人の尊重に着目して考察し、権力の
分立が必要な理由の一面を理解する。

「裁判官席はなぜ中央正面なのか」「被告人席と弁護人席
はなぜ近接しているのか」「被告人・弁護人席と検察官席
はなぜ対峙しているのか」といった問いかけによって、そ
れぞれの人物の役割について考えさせるとよい。また、傍
聴人席があることから、裁判は一部の事件を除いて原則
公開であることに気付かせたい。

公正な第三者機関である司法機関（裁判
所）の裁判官が令状を出すことで、手続き
の公正さを確保し、警察や検察官といっ
た捜査機関による権力の乱用を防いで自
由権を保障するため。

「自分が被害者の立場なら死刑にしてほ
しい」「どんなことがあっても人が人を殺
してはダメ」
学びを促すヒント
死刑制度について考えさせる際、生徒は
被害者の立場から感情的に論じることが
多い。加害者の立場の資料を補足して示
し、思考を揺さぶるとよい。

　裁判官：有罪・無罪を決め、刑罰を言いわ
たす／検察官：証拠を提出して犯罪を証明す
る／弁護人：訴えられた人を弁護する　など

　基本的人権／自由権／罪刑法定主義に基
づき裁判を受ける権利／黙秘権／弁護人を
たのむ権利／公平で速やかな公開された裁
判を受ける権利　など

●WEB 法廷の内部
　裁判所のウェブページへのリンク。
●参考法令集　被疑者・被告人の権利に
関わる日本国憲法を見てみよう
　日本国憲法「第3章 国民の権利及び義
務」の条文が確認できる。
●ワークシート みんなでチャレンジ
　 「死刑について考えよう」に取り組める

ワークシート。 

導 入

展 開

まとめ

3節：地方自治を発展させるために、
私たちに何ができるでしょうか。

平和な社会を築くために、私たちはどのように政治に関わるべきでしょうか。
1節：民主政治では、なぜ政治に参
加することが重要なのでしょうか。

2節：国の政治では、なぜ権力の分立が必要なのでしょうか。

解答例

解答例

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

1. 民事裁判
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2. 刑事裁判
	 〈刑事裁判〉…	犯罪行為の有罪・無罪の決定	

捜査・逮捕・取り調べ

警察
検察官

被疑者
↓
被告人←弁護人の助け

起訴⇨判決

私たちの人権を守るために、裁判にはどのような
仕組みがあるのでしょうか。

現
代
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民
主
政
治
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会

３
章

←裁判官の人数が奇数であることに着目させる。

裁判所がどの
ような事件を
扱うことが多
いか読み取ら
せる。　　→

↑民事裁判と刑事裁判の流
れの違いに着目させる。

↑被疑者・被告人が憲法上、
どのように保障されるか
注目させる。

↑逮捕される場合の手続きについて、
逮捕状から読み取らせる。

探究課題や探究のステップをふり返
りつつ、学習課題を確認する。

（3）

　 チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

↑バッジの形から、それぞれの職務の意味を考えさせる。
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本時のねらい

私たちの人権を守るために、裁判に
はどのような仕組みがあるのでしょ
うか。

学習課題

刑事裁判の仕組みをとらえる。（5）
犯罪行為に対して行われる裁判が刑
事裁判です。資料　で確認しましょう。5

T

資料 1 2 を題材に、本時の学習課題
をつかむ。

（1）

裁判にはどのような人が関わってい
るでしょうか。

T

裁判に関わっている人を確認する。（2）
裁判には、裁判官、弁護士、検察官
が参加しています。

T

刑事裁判における人権保障の重要性
をとらえる。

（6）

民事裁判と刑事裁判の違いは何か、
考えてみましょう。なぜ違いがある
のでしょうか。

T

えんぴつマークの問いに取り組む。（7）
令状を裁判官が出す理由を、「個人の
尊重」の見方・考え方を働かせて説明
しましょう。

T

民事裁判の仕組みをとらえる。（4）
私人の間の争いを解決するために行
われる裁判が民事裁判です。資料　
で確認しましょう。

5
T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

【WEB】
裁判所への
リンク↓

研究編へのリンク

（例）裁判には、裁判官や検察官、弁護士にそれぞれの役割があり、
公正な手続きによって被疑者・被告人の人権が保障される仕組み
になっている。

まとめ

個人の尊重

導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。
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ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
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導入 まとめ

グループになって、 　「みんなでチャ
レンジ」に取り組む。

（8）

あなたは日本の死刑制度に賛成ですか、
反対ですか。その理由も考えましょう。

T

ほかの生徒の発表を聞き、死刑を支持
する意見と反対する意見を整理する。

（9）

3. 裁判と人権保障
	 ○被疑者・被告人の権利は憲法に基づき保障⇒えん罪を防ぐ
　・令状がなければ逮捕・捜索できない
　・拷問などによる自白は証拠にできない
　・黙秘権
　・弁護人を依頼する権利
　・無罪推定の原則　など

【チェック＆トライ】

↑【参考法令集】
条文が確認できる。

↑【みんなでチャレンジ】
ワークシート例が活用で
きる。

学
習
課
題
の
解
決

単元を貫く問いを常に意識できるよう、探究課題を示しています。また、１時間ごとの
目標を示す「本時のねらい」と、「導入資料のねらい」を示しています。

探究課題・本時のねらい・導入資料のねらい 学習者用デジタル教科書

1 複数の教科書を一括管理 2 学習を支える便利な機能 3 特別支援教育への対応

教科書に、ペンツールで自分の考えを書き
込んだり、ウェブ上の参考資料へのリンク
を貼り付けたりすることができます。また、
教科書のQRコードをクリックして連携す
るコンテンツを利用することができます。

文字の色や大きさ、行間などを読みやす
いよう調整したり、写真や図版などを拡
大したりすることができます。また、本文
を読み上げたり、総ルビ・分かち書き紙
面に切り替えることができるので、生徒
一人一人が自分の読みやすい教科書にカ
スタマイズできます。

東京書籍をはじめ複数の発行者などが採
用しているビューア「Lentrance Reader」
を用いています。さまざまな教科書を一括
管理でき、教科横断的な学習に便利です。

研究編 ● �教科書掲載資料の授業での活用方法や詳しい解説が分かります。
● �単元ごとの「問いの構造図」を掲載します。

● 指導編（朱書）	 ● 指導編（朱書）クラウド配信版	 ● 研究編

● 指導書コンテンツライブラリー	 ● 指導者用デジタル教科書（教材）

教師用指導書ラインアップ（予定）

※�本ページで紹介している製品は企画中のため、
内容・仕様が変更になる場合があります。

※Google、Google Workspace for Education は、Google LLC の商標です。
※Microsoft、Microsoft Teams は、マイクロソフトグループ企業の商標です。

そのほか、Google Workspace for Education や Microsoft 
Teams で利用できるコンテンツを配信予定です。
先生方の授業をサポートできるよう、コンテンツは随時更新して
いきます。

指導編（朱書） NEW

指導編（朱書）クラウド配信版 NEW

● �教科書の展開に沿って、学習の流れや本時の要点、
QRコンテンツの活用のポイントなどが分かります。

● ��教科書と同じ表紙・体裁で、授業中にも活用できます。
● �端末で利用できるクラウド配信版を用意いたします。

校内フリーライセンスです。

指導書コンテンツライブラリー これまで教師用指導書付属DVD-ROMで提供していた
コンテンツをウェブサイトで配信いたします。

電子黒板を使用した指導に最適な掲示型教材です。写真や
グラフなど、教科書の「見せたいところ」をクリックするだけ
で提示でき、教科書のQRコンテンツなどにもリンクできます。

指導者用デジタル教科書（教材）の画面イメージ

● �マスク表示
　�生徒から引き出したい教科書の内容（既定）に、マスクを表示す
ることができます。

● �MY 教科書エディタ
　�教科書のテキスト、写真、図版などを自由に取りこんでレイア
ウトできるほか、テキストのアレンジやお持ちの写真データを貼
り付けて、オリジナルの教材を作ることができます。

● �指導者用オリジナルの図版コンテンツや動画コンテンツ
● �教科書のQRコンテンツ

〈主な搭載機能・コンテンツ〉

指導者用デジタル教科書
(教材) 教師用指導書同梱購入可能

〈配信予定コンテンツ〉
● �評価問題	 ● �年間指導計画案　
● �「本時の要点」テキストデータ	 ● �ワークシート
● �教科書本文テキスト	 ● �教科書図版集　
● �総ルビ・分かち書きの教科書紙面	 ● �白地図データ
● �指導書付属「My Globe」（デジタル地球儀）

総ルビ・分かち書きの教科書紙面（令和3年度 中学校「新しい社会 公民」）

※Lentranceは、日本国、米国、及びその他の国における株式会社Lentranceの登録商標または商標です。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

指導編（朱書）を新規発行し、サポートを
大幅に充実させます。経験の浅い先生も
安心してご指導いただけます。


